
東日本大震災 被災地への支援ニュース 
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■  宮城野の里  福祉避難所 解消の方向へ進む中… ■ 

 

世間は大型連休に突入したようですが、この期間中も、多くの会員のみなさまに職員派遣にご協力をいただ

き、心より御礼申し上げます。今日現在でも、事務局には会員のみなさんから、「派遣の検討をしていますが、

現地はどのような状況ですか？」、「５月末から職員を派遣する体制を整えましたが、受け入れ状況はどのよう

になっていますか？」など問合せをいただいており、本当にみなさんの熱意・ご好意をありがたく思っている

ところです。このＮＥＷＳで一括返答という形になりますが（ごめんなさい！）、先日宮城野の里へ行った際の

情報を含め、今後の派遣についての動向をお伝えします。 

現在、宮城野の里の福祉避難所に入っておられる方は２３名ですが（一時期はデイ・ショート利用の増員もあっ

たため、実数としてはもっと多くの方が施設にはおられました）、要介護認定申請中の６名以外については、仙

台市が連休前後で市内の施設（特養など）に移す方針を持っているとのことです。 

福祉避難所が解消の方向で進んでいることは確かですし、それに伴って、職員派遣の必要人員も少なくなるこ

とは明らかですが、認定申請中の方を含め、この先自宅で生活を送ることが困難だと思われる高齢者の受入先

としての対応については、引き続き必要となるのではないか…ということが現時点での施設での認識です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ１５

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

日 月 火 水 木 金 土

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日

日 月 火 水 木 金 土

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

日 月 火 水 木 金 土

岐阜県　サンシャイン美濃白川

岐阜県　サンシャイン美濃白川

大阪府　結いの里デイ

滋賀県　ぎおうの里

富山県　とやま虹の会

富山県　とやま虹の会

富山県　とやま虹の会

富山県　とやま虹の会

新潟県　会員外施設

新潟県　会員外施設

新潟県　会員外施設

新潟県　会員外施設

滋賀県　ぎおうの里

富山県　とやま虹の会

新潟県　会員外施設

新潟県　会員外施設

石川県　やすらぎ

福島県　はなしのぶ

福島県　はなしのぶ

奈良県　こがねの里



人的支援の情報、宮城野の里の近況など、東日本大震災に関する情報は、すべて老福連ホームペー

ジにアップしています。ホームページのトップページ・【お知らせ欄】のトピックや、【交流のひろば】の

コーナーを確認願います。 

ですので、「いつ・どの時点で福祉避難所が解消され、いつまでの支援が必要か」など、具体的なことについ

ては、現時点ではまだ不透明としか言いようのない状況となっています。 

とりあえず、上記に示した老福連からの＜５月の支援派遣の予定人員＞で、「福祉避難所の対応は可能」との

返答もいただきましたので、人的支援の受付については一旦休止とさせていただきたいと思います。 

当面は、仙台市の対応など、状況をみながら支援のあり方を考え・組み立てていくことが必要になると思いま

すので、この点についてご了承いただきたいと思います。 

 

 ■ 各地の支援ニュースより 現地（宮城野の里）での支援などを紹介 ■ 

 

◎ やすらぎ福祉会（石川県金沢市）のニュースより  （ ＮＯ１８号より抜粋 ） 

１８日～２２日までの期間、支援に入った今宮洋之さんが、職場で報告会を開いた時の様子を紹介しています。 

 

■まるふくでの活動を通じて感じたこと 

「支援に行く者、何かしらお役にたちたい」。そう意気込んでいたのですが、何もかもお手伝いするのは間違

っていました。車椅子利用者のＡさん。夫婦で利用されており、主な介助は奥さんがしていたのですが、車椅

子がＡさんの身体に合っておらず、ズリ座りで何度も姿勢を直していました。申し送りでＡさんの車椅子変更の

話しが出ました。試行錯誤し、Ａさんにあった車椅子が見つかったのですが、途中、Ａさんの奥さんはとても不

安そうな表情でした。支援者は「Ａさんのために」ベストと思える車椅子を用意しましたが、必ずしも「Ａさん夫

婦にとって」ベストとはかぎらないことに気づかされました。今後もＡさんの介助をしていくのは奥さんであっ

て、支援者じゃない。Ａさんや奥さんのこと、今後生活していく家など様々なことを考えていかなければならな

いと。まるふくはヒナン処、家に帰るまでの通過点で、ゆくゆくは新しい別のところに引越ししなくてはいけませ

ん。その先が、親族や親類の家だったり、宮城野のケアハウスだったり特養だったりいろいろなわけです。 

 

◎ 特別養護老人ホームおおつき 「ひとりひとりのためのニュース」  （ ＮＯ．１９より抜粋 ） 

 

■あとがきより 

あの震災から５０日ほど経ちます。復興復興と、頑張れ頑張ろうと言われ続けてきた日々です。しかし、いった

い何処まで復興は進んでいるのでしょうか？ 報道で知らされる度に悪い方へ悪い方へという情報が耳に入

ってきていませんか？  春になりました。桜も咲き、花見もしました。けれどポッカリ空いた心の穴は埋め尽く

せません。職員ひとりひとりが自分のために問うように、何かを残せたら良いと始めたニュースです。人と人

とをつなげるおおつきらしいニュースになっていたら幸いです。共に日頃から悩み多き時間を過ごす職員の

皆さん、ありがとうございます。情報を提供して下さった皆さんのアンテナの高さに感謝いたします。取材を快

く受けて下さった皆さんに本当に感謝いたします。また、読み続けて下さった職員の皆さんにも感謝いたしま

す。今後とも宜しくお願い致します。見えないものに縛られて、なかなか伝えられなくてすみませんでした。 

 

会員から届いたＮＥＷＳはＨＰ・トップのお知らせ欄⇒被災地支援など 会員からのニュース・情報に全文アッ

プしています。 

 

■  被災地へのカンパ  第三次集約期限が近づいています ■ 

 

＝ カンパについて ＝ 

■ 振込口座  郵便振替００９５０＝５＝１０８９０８ （名義）２１老福連 ※通信欄に「カンパ」と記載 

■ 第三次集約 ４月３０日（土）までに入金手続きをお願いします 

 

 

 

 

 


